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研究成果の概要（和文）：本研究では，ECサイト等のデータベースに蓄積される大規模ログデータに基づき，ユ
ーザ行動の分析を通じて，経営判断やマーケティングツールとして活用するための次世代パターン認識手法の開
発と応用技術の確立を目指し，実際のユーザ行動履歴データを対象とした分析を行いつつ，理論的にも汎用性の
高いと考えられる手法について研究を行った．特に，ユーザのECサイト上でのページ閲覧行動履歴データに対し
て，リアルタイムクーポン発券ロジックを構築するための機械学習モデルを複数の観点から開発した．得られた
モデルや分析技法については，実データを用いた性能検証を行い，有効性を示した．

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to develop next-generation pattern 
recognition methods for management decision making and marketing technology through the analysis of 
user behaviors based on large-scale log data accumulated in databases such as EC sites. While 
analyzing actual user behavior history data, we studied new models and methods which are 
theoretically considered highly versatile. In particular, we developed a machine learning model for 
developing the issuing logic for real-time coupon ticket systems from multiple viewpoints on users' 
page browsing behaviors on an EC site. The performances of our proposed models and analytical 
techniques were verified by using actual data and various applications were demonstrated.

研究分野：経営情報工学
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１．研究開始当初の背景 
ビッグデータやデータサイエンティストと
いう語が様々な場面で使われるようになり，
日々情報システム上に蓄積される大規模な
データを如何に活用すべきかについて，多方
面で検討が行われるようになった．近年のコ
ンピュータの処理能力向上は，データの分析
技術の飛躍的な発展を後押ししてきたが，依
然として，大規模なデータを十分に解析し，
経営判断やマーケティングツールとして活
用するために超えるべきハードルは高い．特
に，多くの一般ユーザが，インターネット上
の ECサイト等で様々な行動履歴を残す時代
となっているが，その行動履歴の分析は，基
本的な統計処理程度に留まっているのが現
状である．このような行動履歴データは往々
にして情報量が希薄であり，「分析しても何
も出てこない」「大規模で，かつ密度が薄い
スパースなデータであるため，既存の手法が
適用できない」といったことが多々生じてい
る．このようなユーザの行動履歴データに対
して，高度なレベルでの分析を行うためには，
高次元かつスパースなデータに対して適用
を可能とする分析の方法論が必要不可欠と
なっている． 
 
２．研究の目的 
本研究では，EC サイト等のデータベース
に記録される大規模ログデータに基づき，ユ
ーザ行動の分析を分析して，経営判断やマー
ケティングツールとして活用するための次
世代パターン認識手法の開発と応用を目的
とする．共同研究を行っている外部企業が保
有する大規模なインターネットサイト上の
ユーザの行動履歴データに焦点を当て，これ
までにない角度からの分析を可能とする統
計モデルや分析ツールの開発を目指す．具体
的には，1) 大規模かつスパースな（疎な）デ
ータから学習を行う統計モデルの開発，2) テ
キストデータを分析するための統計モデル
の開発，3) ユーザ行動履歴の時系列分析手法
の開発，等を研究の軸とし，経営工学やWeb
マーケティングの分野で活用され得る次世
代のパターン認識技術の開発を目指す． 
 
３．研究の方法 
本研究ではまず，共同研究を行っている企
業の大規模データの分析において，非常に困
難となっている課題の洗い出しを行った．こ
れにより，単純に従来の分析手法やモデルを
適用したのみでは結果が得られない問題に
ついて体系的に整理することができる．次に，
現在広く研究が行われている一般のパター
ン認識ツールの最先端について広くレビュ
ーを行い，画像や音声といったデータの分析
モデルとの本質的な違いについて明確にし
た．その上で，EC サイト等のデータベースに
記録される大規模ログデータに基づき，ユー
ザ行動を分析して，経営判断やマーケティン
グツールとして活用するための次世代パタ

ーン認識手法のあるべき姿と課題を明確化
する．その上で，実際に保有している大規模
なユーザの行動履歴ログデータに対して，有
効に機能する学習モデルや分析手法の構築
を行った．加えて，企業の実データの分析を
通じて，有効性の検証を行った． 
 
４．研究成果 
本研究では，EC サイト等のデータベースに
蓄積される大規模ログデータに基づき，ユー
ザ行動の分析を通じて，経営判断やマーケテ
ィングツールとして活用するための次世代
パターン認識手法の開発と応用技術の確立
を目指しており，実際のユーザ行動履歴デー
タを対象とした分析を行いつつ，理論的にも
汎用性の高いと考えられる手法について研
究を行った．特に，ユーザの EC サイト上で
のページ閲覧行動履歴データに対して，リア
ルタイムクーポン発券ロジックを構築する
ための機械学習モデルを複数の観点から開
発した．まず，潜在クラスマルコフモデルを
改良した分析モデルにより，ユーザのページ
閲覧行動の時系列推移より，リアルタイム割
引クーポンに対する反応としてのコンバー
ジョン率の予測モデルを構築し，その性能に
ついて実データを用いて評価した．また，ア
イテムの閲覧と購買を共起の事象として，ユ
ーザの異質性を考慮するための潜在クラス
モデルとクーポンの発行やその他のユーザ
の行動情報による購買確率への効果を分析
するためにロジットモデルの２つのモデル
統合した分析モデルの提案を行った．一般に，
Web マーケティング施策の一つであるリアル
タイムでの割引クーポンの発行は，その効果
が高いユーザに対してのみ発券することが
必要である．これに対して，本研究で提案し
た手法は，コンバージョン率の高いユーザの
セッションを検出し，割引クーポンを発券す
べき対象を明確化することが可能である． 
また，ユーザ行動の分析研究の一環として，
就職ポータルサイトにおけるユーザの行動
履歴データの分析モデルについて研究を行
い，個社ページ閲覧履歴とエントリー履歴に
基づき，今後のエントリー行動を予測するモ
デルを構築した．提案モデルの有効性を実デ
ータによって検証している． 
さらに，EC サイトの購買履歴データ，閲覧
履歴データの実問題を対象に，ユーザやアイ
テムをクラスタリングし，様々なマーケティ
ングツールに結び付けるサービスロジック
構築のための分析モデルを提案した．提案し
たモデルや分析法については，実データを用
いて検証を行い，その有効性を検証した．そ
の結果，様々な用途に対して，有効な分析モ
デルを得ることができた． 
以上の研究の成果は，すでに国際会議や国
内学会，並びに国際会議にて発表しているが，
今後も本研究の延長線上で得られる成果に
ついて，積極的に学会発表や論文投稿を進め
ていく予定である． 
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